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ラック占有率と磁石粉末の磁気特性．    
a) (BH)max，b) HcJ,  c) Hk 
図 2 Nd51.2(Cu14.6Al34.2)添加量と d-HDDR 
磁石粉末の反射電子像．a) 0 wt.%，b) 













140 kJm-3 以上の(BH)maxを有するボンド磁石が実現できた。 
 








より、50%小型化したDCモータに必要とされる外径27 mm、内径25 mm、高さ22 mmの4極配向リング形
状のボンド磁石を作製した。作製したボンド磁石は、従来のラジアル配向に比べて磁石長が長くなっても目標値







図 3 作製したコンパウンドの反射電子像． 
a) d-HDDR磁石粉末＋樹脂混合 
b) d-HDDR磁石粉末, Sm-Fe-N系粉末＋樹脂混合 
c) d-HDDR磁石粉末＋樹脂混合, 混練 






























図 4 永久磁石励磁型セミラジアル配向システム． 
